
ハイウォール工法と組合せ施工（その 2）

ソルパック工法（NETIS CB-030011）

土のう一体化工法（ソルパック工法）とは、土のうの意外な能力を活用した簡便で経済的な工法です。

土粒状力学の専門である“名古屋工業大学の松岡元教授”が、強度増加の実験から土粒子を包み込

んだ状態で１０倍の強度になることが分かり、まさしく、古くから利用されていた「土のう」であると知り、

このことから実証実験を繰り返された結果、活用できるように確立された工法です。 

平成１３年、民間造成地のプレキャストＬ型擁壁の底版破壊の補修で、土圧軽減として修理後の埋

め戻しを土のうでおこないました。完成後、たて壁と土のうの間に隙間があっても盛土は安定していて、

たて壁に作用する土圧がほとんど“０”であると感じました。 

その後、ソルパック工法の存在を知り用途の的確性を検討していたところ、平成１７年に南津軽郡Ｉ

村役場の理解の下、工事費が1／６となる経済的有利性から、布団かごのり止め工の代わりとして土

のう施工しました。 

ハイパーセル・GEOハイウォール工法（NETIS HK-200013-Ａ）

ハイウォール工法はハイパーセルの土砂拘束力を利用し、積層（多段）に積み重ねた構造です。

ハイウォール各層の間の構造的関係は、摩擦力で一体化しています。

考察する層の下段層は床付け・基礎面となります。

摩擦力＝考察する層より上の層の総自重 ｘ 摩擦係数 

摩擦係数＝tan（想定基礎面の内部摩擦角） 

両工法の類似概念 

ソルパック：土を土のうで包み込む   ⇔   ハイパーセル：充填材を拘束する

ことで、 

ソルパック：土の強度（摩擦力：F=μN）   ⇔   ハイパーセル：摩擦力（tan（内部摩擦角））

 まったく同じ概念の工法です。 

補強土壁工法では、拘束された“擬似擁壁”は一体で、外力は一体化した“擬似擁壁”に作用する。 

ソルパック工法では、各ソルパック間の内部応力は検討されていない。各ソルパック間には、上記の

摩擦力が作用して、一体化していることが判明しているからです。この場合にも、各ソルパックは連結さ

れていない。 

同様に、ハイウォール層間には、（より明確に）層間の摩擦係数を規定し、各層で安定計算を行 って

いる。 

土砂拘束力はセル構造に起因し、セル強度には依存していない点は、ソルパックと同じである。 

以上より、ハイウォールの並列（控長方向）使用は、擁壁強度に影響しない。 


